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加速器材料としてのSiC/SiC複合材料の可能性探索
: 真空喪失時のNITE-SiC/SiC複合材料の酸化挙動



















































SiC/SiC 複合材料の F/M 界面として非常に適している
と言える.
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着(Chemical Vapor Deposition, CVD) による SiC 耐環境










た UD プリプレグシートを 0°と 90°に交互に積層し
たクロスプライ(Cross-ply, XP)構造である.強化繊維は
高結晶性で近化学量論組成の SiC 繊維である Hi-
Nicalon Type-S（NGS アドバンスド・ファイバー社）を





酸化試験の為に NITE-SiC/SiC 複合材料を幅 10mm×
長さ 10mm×厚さ 2mm の試験片形状に加工した.試験
片はダイヤモンド砥石により研削しており,鏡面研磨は
施していない.
CVD 法を用いて NITE-SiC/SiC 複合材料の表面に
EBC 層を形成させた.酸化雰囲気から試験片を完全に
保護する為には全周被覆が必要である事から,CVD 被





図 1 酸化試験に用いた試験片の外観, (1) IG-430U, (2) 







の内部に挿入した.炉内の全圧は 1 atm であり,雰囲気ガ
スの流量は 200ml/min である.酸化挙動における酸素分
圧の影響を調べる為に,大気（酸素 21%）と混合ガス(窒
素+酸素 1%)の 2 種類の雰囲気ガスを用いた.













































図 4 に IG-430U の時間と重量減少率の相関を示す.





図 4 IG-430U の重量減少率と時間との相関
600℃以下では IG-430U の重量減少は非常に小さい
が,試験温度の上昇に伴い重量減少率は急激に増加し
た.1000℃,大気雰囲気での IG-430U の重量減少率は 8.7
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は 1.6~4.0×10-6 g/mm2/min であった.大気雰囲気の酸素
濃度が混合ガスに比べて 21 倍高いにも関らず,重量減
少率は 6~10 倍程度に止まっており,期待値より低い結













で 1 分処理した試験片の重量減少率は 3.6 g×10-
5/mm2/min であったが,重量減少率は時間の経過に伴い,
急速に減少した.
大雑把に NITE-SiC/SiC 複合材料に含まれる PyC の
体積率・重量率を計算するとそれぞれ 7.0 vol%と 4.6 
wt%である.NITE-SiC/SiC 複合材料の重量損失は主に
F/M界面層であるPyCの損耗によるものであり,酸化試
験後の PyC の残量が推定できる.図 7 に NITE-SiC/SiC
複合材料のPyC残量と重量減少率との相関を示す.単純
加熱パターンによる酸化試験で用いられたそれぞれの



























































































NITE-SiC 単体及び NITE-SiC/SiC 複合材料は分子の
小さい H2及び He においても非常に優れたガス気密性
を示す. [13,14] 前述しているように,本酸化試験に用い










のギャップは約 300nm 程度に過ぎず,NITE-SiC/SiC 複
合材料の内部へ雰囲気ガスは浸透し難い.
図 7. NITE-SiC/SiC 複合材料中の残存 PyC と
重量減少率との相関
図 8. 酸化試験後の NITE-SiC/SiC 複合材料の断面
図 9. 酸化試験後の NITE-SiC/SiC 複合材料中の繊維束
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3.1 CVD-SiC 被覆した NITE-SiC/SiC の酸化挙動
CVD-SiC 被覆した NITE-SiC/SiC 複合材料の重量減
少率と処理時間との相関を図 10 に,酸化試験後の断面













図 10. CVD-SiC 被覆した NITE-SiC/SiC 複合材料の
重量減少率と処理時間との相関











スは SiC/SiC 複合材料の側面から浸透し,PyC を酸化損
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